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マテリアルズ・インフォマティックスにおいても生成AIに対する期待は近年非常に高まっているといえよう。いざ使

いはじめると、想像以上の適切な回答に驚かされる一方で、なんでも正しく答えてくれる魔法の箱でもないことも

すぐに感じられると思われる。講演者は京都大学オープンイノベーション機構のアドバイザーとして環境省プロ

ジェクト「脱炭素化に向けた革新的触媒技術の開発・実証事業」に2022年から関り、材料・触媒開発の研究とイ

ンフォマティックスの研究との両方の議論の場に身を置いてきた。その中で両研究分野の「流通」が未だ十分さ

れているとは言えないのではないかという課題を感じている。日々生成AIの進化する性能に関する記事や、懸

念される社会的リスクに関するニュースに接する機会は絶えない。そこで、本講演では、主に生成AIに関する一

般論の数理構造、潜在リスク、可能性について話し、最後にインフォマティックスと材料開発との接点おいて講

演者が感じている課題について触れたい。材料の研究開発だけでなく研究支援に携わるかたにとっても興味深

い講演になる。 
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